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高
槻
市
で
は
、
昨

年
の
自
然
災
害
の
爪

痕
が
ま
だ
残
さ
れ
て

お
り
、
復
旧
へ
の
対

応
が
必
要
で
す
。
そ

う
い
う
中
、
10
月
か

ら
消
費
税
が
増
税
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
実
質
賃
金
が
下

が
り
、
年
金
も
実
際

に
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て

景
気
も
悪
く
な
っ
て

い
ま
す
。
消
費
税
は
、

収
入
の
少
な
い
人
ほ

ど
負
担
が
重
く
、
く

ら
し
と
景
気
は
い
っ

そ
う
悪
化
し
ま
す
。

高
槻
市
と
し
て
、
市

民
の
災
害
か
ら
の
復

旧
支
援
と
暮
ら
し
を

応
援
す
る
こ
と
を
求

め
て
、
６
月
補
正
予

算
に
つ
い
て
要
望
し

ま
す
。　

濱
田
市
政
三
期
目
に
あ
た
っ
て

６
月
補
正
予
算
に
対
し
要
望
を
行
い
ま
し
た

２
０
１
９
年
度
の
６
月
補
正
予
算
へ
の
要
望

災
害
か
ら
の
復
旧
の
た
め
に

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
に

○
昨
年
の
台
風
21
号
に
よ
る
倒
木
被
害
の
全

容
を
梶
原
、
成
合
、
萩
谷
も
含
め
把
握
す

る
こ
と
。

○
盛
土
に
よ
り
造
成
し
た
宅
地
の
危
険
箇
所

を
把
握
し
、
住
民
の
安
全
確
保
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
住
民
に

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

○
災
害
に
よ
る
一
部
損
壊
住
宅
へ
の
支
援
金

の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

○
樫
田
地
域
の
河
川
に
流
れ
込
む
可
能
性
が

あ
る
倒
木
に
つ
い
て
、
大
阪
府
と
協
力
し

て
対
策
を
と
る
こ
と

○
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
制
度
を
継
続
す

る
こ
と
。
来
年
度
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
で
保
険
料
を
値
下
げ
を
す
る
こ
と
。

○
国
民
健
康
保
険
料
滞
納
者
へ
の
納
付
相
談

は
丁
寧
に
行
い
、
年
金
の
差
し
押
さ
え
は

止
め
る
こ
と
。

○
収
入
の
な
い
子
ど
も
の
均
等
割
り
に
つ
い

て
は
減
免
す
る
検
討
を
行
う
こ
と
。

○
保
育
所
で
の
長
期
休
職
の
代
替
え
を
、
ア

ル
バ
イ
ト
で
な
く
正
規
職
員
の
保
育
士
で

対
応
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
正
規
職
員

の
保
育
士
を
全
体
で
増
や
す
こ
と
。

○
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
18

才
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
就
学
前
ま

で
は
、
１
回
５
０
０
円
で
は
な
く
無
料
に

す
る
こ
と
。

６月議会日程

６月18日（火）

25日（火）
26日（水）
28日（金）

７月1日（月）
２日（火）
３日（水）
11日（木）
12日（金）

本会議／
提案理由説明
本会議／代表質問
本会議／質疑
福祉企業委員会
都市環境委員会
文教市民委員会
総務消防委員会
本会議／採決、一般質問
本会議／一般質問

ぜひ傍聴をお願いします。※いずれも午前10時開会です。
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日
本
共
産
党
が
議
会
で
市
に
効
果
を
検
証
す

る
こ
と
を
求
め
、
市
が
調
査
を
し
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
は
市
バ
ス
を
生
か
し
、
敬
老
パ
ス
を

継
続
さ
せ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。
改
め
て
、

そ
の
役
割
を
掲
載
し
ま
す
。

　

敬
老
パ
ス
を
持
っ
て

い
る
方
が
94
％
で
利

用
し
て
い
る
方
は
84
・

２
％
、
経
済
的
軽
減
に

市
バ
ス
を
生
か
し
、
敬
老
パ
ス
の
継
続
を

敬
老
パ
ス
の
役
割

経
済
効
果
は
32
億
円

高
槻
市
の
介
護
の
負
担
が
減
少

市
の
実
態
調
査

　

市
は
２
０
１
５
年
、
敬
老
パ
ス
の
利
用
実
態
等
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
し
た
。

◎
調
査
対
象
者　
２
０
１
５
年
９
月
１
日
現
在　

高
槻　
　

　
　
　
　
　
　
　

市
在
住
の
70
歳
以
上
の
方

◎
抽
出
方
法　
　
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
無
作
為

　
　
　
　
　
　
　

で
選
ぶ
。

◎
調
査
方
法　
　

郵
送
配
布
・
郵
送
回
収
と
す
る
。

◎
調
査
機
関　
　

２
０
１
５
年
10
月
15
日
～
11
月
14
日

　
　
　
　
　
　
　

配
布
は
１
３
，
９
７
８
、
有
効
回
答

　
　
　
　
　
　
　

は
１
０
１
，
１
８
１
数
で
72
・
８
％

　
　
　
　
　
　
　

で
す
。　
　

役
立
っ
て
い
る
が
65
・

９
％
で
し
た
。
敬
老
パ

ス
は
生
活
を
支
え
る
、

大
事
な
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

調
査
を
し
た
２
０
１
５

年
９
月
末
で
介
護
認
定

率
は
大
阪
府
内
平
均

21
％
、
高
槻
市
は
15
・

９
％
で
５
・
１
％
少
な

く
、
市
の
介
護
保
険
へ

の
負
担
だ
け
で
も
約

２
億
円
、
給
付
費
で
は

約
11
億
８
３
０
０
万
円

の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
バ
ス
に
乗

る
こ
と
で
、
市
バ
ス
の

便
数
が
確
保
さ
れ
、
住

民
の
交
通
権
を
保
障
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
が
外
出
し
、
社
会

参
加
が
広
が
り
、
そ
れ

が
健
康
増
進
に
つ
な
が

り
ま
す
。
外
出
先
で
の

買
い
物
は
、
商
業
の
活

性
化
に
な
り
、
社
会
全

体
の
利
益
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

利
用
目
的
で
は
買
い

物
、
通
院
、
趣
味
娯
楽

が
高
く
、
高
齢
者
の
生

活
に
か
か
せ
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

外
出
１
回
あ
た
り
の

消
費
額
や
利
用
日
数
、

利
用
者
数
な
ど
か
ら
敬

老
パ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
る
経
済
効
果
は

32
億
円
と
の
検
証
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

　

今
年
度
、
高
槻
市
の

国
民
健
康
保
険
料
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
世
帯
で

値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
も
多
く
の
自
治

体
で
値
上
げ
に
な
り
ま

す
。

　

安
倍
政
権
が
昨
年
４

月
か
ら
「
国
保
の
都
道

府
県
化
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
国
は
「
標
準
保

険
料
」
を
示
し
、
大
阪

府
も
府
内
で
国
保
料
を

統
一
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
市
町
村
が

保
険
料
の
値
上
げ
を
抑

え
た
り
、
独
自
の
減
免

制
度
を
実
施
す
る
た
め

に
一
般
会
計
か
ら
国
保

会
計
へ
の
繰
り
入
れ
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
大

阪
府
は
繰
り
入
れ
を
し

な
い
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

　

高
槻
市
で
も
加
入
者

が
多
い
世
帯
へ
の
保
険

料
を
抑
制
す
る
し
く
み

や
、
所
得
の
少
な
い
世

帯
へ
の
独
自
の
減
免
制

度
が
あ
り
ま
し
た
が
、

６
年
か
け
て
大
阪
府
の

基
準
に
合
わ
せ
る
こ
と

で
高
槻
市
の
保
険
料
は

こ
れ
か
ら
５
年
間
、
値

上
が
り
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

日本共産党の考え方
（１）１兆円の公費投入で保険料を協会け

んぽ並みに引き下げること。さらに

加入者１人ずつにかかる「均等割り」

や全ての世帯にかかる「平等割」を

廃止すること。無収入の子どもに均

等割りをかけることはやめること。

（２）生活困窮者の保険料を免除する制度

を国が財源を補償してつくること。

（３）滞納者への年金などの差し押さえを

やめ、親身な相談にのる収納活動を

行うこと。

（４）「国保の都道府県化」による保険料値

上げをしないこと。自治体独自の負

担軽減策を継続し、さらに充実させ

ること。


